
　

本
校
は
鹿
児
島
市
の
北
西

部
の
郊
外
に
位
置
し
、
自
然

豊
か
な
山
間
部
に
あ
り
ま

す
。
校
舎
の
横
に
は
甲
突
川

が
貫
流
し
、
そ
の
流
れ
に

沿
っ
て
国
道
３
号
線
が
南
北

に
走
っ
て
い
ま
す
。
本
校
に

は
校
区
内
に
五
つ
の
小
学
校

が
あ
り
、
特
認
校
制
度
に
よ

る
校
区
外
か
ら
の
生
徒
も
通

学
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
純

朴
で
礼
儀
正
し
く
、
地
域
の

持
つ
伝
統
や
文
化
、
教
育
力

が
根
付
い
て
お
り
、
文
化
伝

承
活
動
の
一
環
と
し
て
、
全

校
生
徒
で
エ
イ
サ
ー
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

本
校
の
取
組

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
健
生
活
部
を

中
心
に
、
学
期
始
め
、
朝
の

あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
校
教
職
員
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
保
健
生
活
部
員
で
正
門

に
立
ち
、
気
持
ち
の
よ
い
挨

拶
を
交
わ
す
こ
と
で
、
生
徒

た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
、
登
校
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
校
区

内
が
広
い
た
め
、
保
護
者
の

車
で
の
送
迎
も
見
ら
れ
、
公

共
の
バ
ス
を
利
用
す
る
生
徒

の
交
通
マ
ナ
ー
等
の
課
題
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
に
な
る
と
校
区

内
で
、
六
月
灯
や
夏
祭
り
等

が
企
画
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
生
徒
の
問
題
行
動
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
近
年

で
は
、
生
徒
の
携
帯
電
話
・

ス
マ
ホ
の
所
持
率
も
上
が

り
、
予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に

発
展
し
て
い
る
例
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
生
徒
が
夏
休
み

を
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
本

校
の
取
組
と
し
て
、
次
の
三

つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。

❶　

安
全
に
関
す
る
こ
と

❷　

問
題
行
動
の
未
然
防
止

に
関
す
る
こ
と

❸　

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止

に
関
す
る
こ
と

❶　

安
全
に
関
す
る
こ
と

　

年
度
初
め
に
、
校
区
環
境

点
検
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
本

校
職
員
で
危
険
箇
所
点
検
を

行
い
ま
す
。
交
通
安
全
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
生
徒
の
登

下
校
中
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
例
え
ば
梅
雨
時
期

に
土
砂
崩
れ
や
甲
突
川
の
増

水
等
が
想
定
さ
れ
る
危
険
箇

所
に
行
き
、
現
場
の
確
認
を

し
ま
す
。
ま
た
、
地
理
的
に

山
間
部
が
多
く
、
外
灯
が
少

な
い
た
め
に
痴
漢
等
へ
の
注

意
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
啓
発
活
動
と
し
て
、

校
区
内
の
危
険
箇
所
等
を
Ｐ

Ｔ
Ａ
保
健
生
活
部
便
り
や
河

頭
中
安
心
メ
ー
ル
等
で
周
知

し
、
生
徒
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、講
師
を
招
い
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
や
応
急
手

当
の
仕
方
等
、
水
難
事
故
防

止
や
熱
中
症
対
策
の
研
修
も

行
っ
て
い
ま
す
。

❷　

問
題
行
動
の
未
然
防
止

に
関
す
る
こ
と

　

本
校
職
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保

健
生
活
部
で
街
頭
補
導
や
夏

祭
り
等
で
の
補
導
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
補
導

コ
ー
ス
は
校
区
内
の
状
況
や

環
境
点
検
等
も
含
め
て
設
定

し
、
複
数
で
巡
回
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
度
は
本
校
の
「
父
親
セ

ミ
ナ
ー
」
と
も
連
携
し
、
校

区
内
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
等

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
河
頭
中
地
区
青
少

年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
を

開
催
し
、
情
報
交
換
や
共
通

実
践
事
項
の
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。

❸　

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止

に
関
す
る
こ
と

　

モ
バ
イ
ル
端
末
（
携
帯
電

話
・
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・

ゲ
ー
ム
機
等
）
の
所
持
・
利

用
状
況
調
査
を
実
施
し
、
実

態
把
握
を
し
ま
す
。
そ
の
実

態
を
も
と
に
、
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
で
保
護
者
に
啓
発
し
な
が

ら
、
モ
バ
イ
ル
端
末
に
ま
つ

わ
る
問
題
や
危
険
性
に
つ
い

て
十
分
理
解
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。最
近
は
、

生
徒
が
自
分
専
用
の
携
帯
電

話
・
ス
マ
ホ
を
所
持
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、
保
護
者
の

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
を
自
由
に
使
用
で

き
る
家
庭
が
増
え
、
ネ
ッ
ト

が
利
用
で
き
る
環
境
に
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
モ
バ
イ
ル

端
末
を
21
時
以
降
は
使
用
し

な
い
、
ま
た
は
保
護
者
預
か

り
と
す
る
等
、
夏
休
み
を
前

に
、
再
度
、
親
子
で
話
し
合

い
を
し
な
が
ら
家
庭
で
ル
ー

ル
を
決
め
て
も
ら
い
、
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

本
校
は
自
然
に
恵
ま
れ
た

小
規
模
校
の
特
性
を
生
か

し
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
が

落
ち
着
い
た
環
境
の
中
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
少
人
数
指
導
に
よ
る
個

に
応
じ
た
学
習
指
導
、
本
校

の
誇
り
で
も
あ
る
エ
イ
サ
ー

活
動
等
の
特
色
あ
る
教
育
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

体
験
活
動
等
の
充
実
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
地
域

の
教
育
力
が
生
徒
た
ち
に
好

ま
し
い
影
響
を
与
え
て
い
る

か
ら
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
も
学
校
、
保
護
者
、
地
域

が
協
力
し
、
生
徒
の
健
全
育

成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
生
徒
指
導
主
任
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夏休みを安全に
過ごすための
ＰＴＡ活動

夏休夏休み休みみ休みををを安全全安全にに
過過ごごすすためめのの
ＰＰＴＡ活活活動

夏休みを安全に
過ごすための
ＰＴＡ活動

伝
統
の
エ
イ
サ
ー
を
体
育
祭
で
披
露


